
Thermo Scientific™ Multidrop™ Combiマイクロプレート試薬
ディスペンサー（以下、Multidrop Combiディスペンサー）は、幅
広い種類のマイクロプレートと容量範囲に対応し、迅速な分注
と高スループットを実現します。
微量分注用のThermo Scientific™ スモールディスペンスカセッ
トには、ポリプロピレン製チップ（プラスチックチップ）とステン
レス製スチールチップ（メタルチップ）の2種類があります。適切
なカセットタイプの選択は、使用する液体の粘性などの特性に
依存します。

Multidrop Combiディスペンサーで多く使用される分注液には、
水系バッファー、タンパク質溶液、アルコール類、有機溶媒があ
ります。分注、校正、洗浄のベストプラクティスとして、液体の特
性が水に似ている場合は、どのスモールディスペンスカセットを
使用しても大きな違いはありません。液体の特性が水と異なる
場合や気泡が形成されるリスクがある場合などは、メタルチップ
のディスペンスカセットがより良い選択となることがあります。

スモールディスペンスカセットは、液体の特性に合わせてチップ
材質を選択できる設計となっており、Multidrop Combiディス
ペンサーの性能を最大限に活用できます。
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Multidrop Combiマイクロプレート試薬
ディスペンサーにおける適切なスモール
ディスペンスカセットの選び方
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Multidrop Combiディスペンサーでスモールディスペン
スカセットを使用する際のベストプラクティス
Multidrop Combiディスペンサーでスモールディスペンスカセッ
トを使用する際のベストプラクティスとして、カセットタイプを
選択する際に考慮すべき点があります。

• 分注中にチューブ内に空気が入らないように注意してくださ
い。マイクロプレートへ分注する前に適切なプライミング（液
体ラインの充填）を行い、チューブ先端のウエイトが試薬容
器の底に適切に位置していることを確認することで、チュー
ブ内に空気が入り気泡が形成されるのを防ぐことができま
す。

• 粘性によっては、一部の液体がチップの外壁に薄い膜を形成
しやすい場合があります。これは、プラスチックチップカセッ
トを使用した場合に液滴の形成の原因となることがありま
す。揮発性の液体（例：アルコール類、DMSO）についてはメ
タルチップカセットを使用することで、液体がチップの外壁に
付着することを防ぎます。

• 分注後に液体をチューブ内に残したまま放置することは避け
てください。マイクロプレートへの分注が完了したら、チュー
ブ内の液体を全て排出して空にし、適切に洗浄することをお
すすめします。タンパク質溶液はチューブやチップ内に残渣
が残りやすく、特にプラスチックチップは、メタルチップより
もペプチドやタンパク質を吸着しやすい性質があります。

• 細胞懸濁液を分注する場合は、ノズル径が大きく詰まりにく
いスタンダードディスペンスカセットの使用を推奨していま
す。20 µL未満の分注を行う場合は、細胞のサイズに応じて
スモールプラスチックチップディスペンスカセットを使用する
ことも可能です。なお、細胞株によってはメタルチップが細胞
膜の電荷に影響を与える可能性があります。

• メタルチップの材質はステンレススチールで、ポリプロピレン
製のプラスチックチップよりも広い化学的耐性を有します。

異なる液体での分注精度
スモールプラスチックチップおよびスモールメタルチップのディス
ペンスカセットを使用して、物性の異なる液体における分注精度
を評価しました。図1は、両タイプのスモールディスペンスカセッ
トで分注した代表的な液体の精度を示しています。Multidrop 
Combiディスペンサーを使用して各液体を、384ウェルプレート
に10 µLずつ分注しました。その結果、精度（CV%）は全ての液
体および2つのスモールディスペンスカセットタイプでCV 3%以
下を満たしており、有意差は認められませんでした。

注意事項：アルコール類やグリセロールなど、水とは性質や密度が異なる液体を分
注する場合は、ディスペンスカセットのキャリブレーションを事前に実施することを
おすすめします。

図1. 2つのスモールディスペンスカセットタイプでの各液体の分注精度
（CV%）

まとめ
ディスペンスカセットを日常的に適切に洗浄し、チューブ先端の
ウエイトが試薬容器の底部に適切に位置していることを確認し
ていれば、スモールディスペンスカセットはプラスチックチップ、
メタルチップのどちらもご使用いただけます。一般的にはプラ
スチックチップのディスペンスカセットが広く使用されています
が、プラスチックに吸着しやすいサンプルや、粘性が高くチップ
の外壁に膜を形成しやすいなどの特性がある分注が難しい溶液
には、メタルチップのディスペンスカセットを推奨します。メタル
チップは摩耗に強く、化学的耐性も高い傾向にあります。

ディスペンスカセットチップの材質がディスペンスに与える影響

 詳細はこちらをご覧ください　thermofisher.com/multidrop
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